
県職員を目指した理由

父が県職員でその仕事を見てい
たということもあり、昔から福島県
のために何かをしたいという思いが
強かったというのが一番だと思いま
す。本が大好きなので、図書館司書
という立場から福島県の教育や文化
振興に貢献したいと思いました。

本でつなぐ福島の未来

私は児童資料チームで受入を担当しています。本の注文をはじめ、
届いた本に乱丁、落丁がないかなどの検収を行います。カウンター業
務では大好きな子供たちの笑顔に癒されながら楽しく仕事をしていま
す。帰り際に手を振ってくれる子がいると、そのあとの仕事に俄然や
る気がでます。
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福島県立図書館

#短歌

短歌を詠むのも、読むのもどちらも
好きです。大きな賞などにも挑戦し
ているので、いつかは歌人としても
福島に貢献したいです。

#創る

#御朱印集め

#本の虫#犬派

物語や絵、服など、モノを「創る」
ことが好きです。館内の掲示物を製
作する時は、没頭して、むしろ疲れ
た時の良い気分転換になっています。



職場の雰囲気

分からないことがあると、皆さん
で一緒に考え解決してくれるのでと
ても質問がしやすくのびのびと仕事
ができています。また、とても話し
やすく、ほかのチームの方も気にか
けてくださるので、仕事に対しての
責任感とやる気が芽生えてきます。

福島県職員として、実現したいこと・目標としていること

たくさんの人に本を読んでも
らい、県民の皆さんが新しい視
野や世界に出会えるようにお手
伝いをできたらいいと思ってい
ます。本には、たくさんの知識
や発見がつまっています。本と
人々を繋げることで、皆さんの
暮らしをより豊かにすることが
できれば良いです。

とある一日のスケジュール

9:00

12:00

13:00

17:45

始業

届いた本の検収
ラベル貼り

昼休み

カウンターでの貸出、
返却業務
ツイッターの更新
広報誌の原稿作成

終業

（令和５年３月現在）

※ 遅番は10:30～19:15まで

↑雑誌にカバー（フィルムコート）をかける作業

↑クリスマスイベントで子どもたちを案内


